
養成校 定数 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

A 100人 100人 （100人） （100人） （100人） （100人） （100人）

B 40人 26人 （40人） （40人） （40人） （40人） （40人）

C 90人 97人 （95人） （90人） （90人） （90人） （90人）

D 140人 132人 （136人） (130人) （127人） （140人） （140人）

E 40→80人 29人 （32人） （38人） （44人） （80人） (80人)

F 70人 62人 （70人） (51+3編(20)) (46+3編(20)) （70人） (70人)

G 80人 （76人） (116人) （80人） （80人）

H 40人 開設 （41人） （40人） (40人)

I 80人 開設 （47人） （90人） （80人） （80人）

J 88人 開設 （8人） （8人） （88人） （88人）

K 100人 開設（予定） （100人）

L 80人 開設（予定） （80人）

M 85人 開設（予定） （85人）

計
14校

1073人
446人 473人 600人 722人 808人 1073人

大阪府の現状
1   保健師教育における臨地実習学生数の推移

資料１
「大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会」

(第2回) H21. 4.20



２ 臨地実習の内容  

１ 大阪府実習プログラム 

項 目 実際の内容 備  考 

実習日数 3 週間、計11 日 3 週間とも、週 1 日は帰校日 

1 グループ人数 6 人 
市町村保健師数や市保健センターの規模等

から 1 グループ 6 人を限度としている。 

プログラム内容 
可能な限り学校の意向に

沿う 

・保健所と市保健センターで分担・協働 

・全体コーディネートは保健所が行う 

実習プログラム事例（まだ、充実している例） 

  午  前 午  後 

月 市オリエンテーション 情報収集 保健所オリエンテーション 情報収集 

火 地区踏査 3 歳 6 ヶ月健診 見学 

水 【帰校日】  

木 地区踏査（訪問予備） 家庭訪問（同行）見学 

 

1 

 

週 

 

目 金 地域リハ 見学 健康教育 準備 

月 未熟児教室 見学 パパママ教室 見学 

火 中間カンファレンス 

事例検討会1 回目 

地域アセスメント発表 

禁煙相談 見学 

水 【帰校日】  

木 地域診断発表 1 歳 6 ヶ月健診 見学・問診 

 

2 

 

週 

 

目 

金 地域リハ 健康教育実施 難病継続申請 見学 

月 家庭訪問（同行）見学 （家庭訪問予備） 

火 所内検討会 精神作業所 見学 

水 【帰校日】  

３  

 

週  

 

目 木 骨密度検診 見学 最終カンファレンス、事例検討 2 回目 

地域診断発表 

 

● 要約：全 22 コマ中 自ら実施したのは、地区診断発表１コマ、１歳６ヶ月健診の問

診（１コマ)、健康教育の実施（１コマ）の３コマのみ。 

＜内、住民への技術適用は２コマのみ＞ 

「オリエンテーション・情報収集」2 コマ ｢所内検討会｣1 コマ ｢予備｣1 コマ 

「地区踏査・地域診断・地域アセスメント」3 コマ（内、1 コマは発表） 

「検診・健診」見学（２コマ）、見学と一部参加（1 コマ） 

「家庭訪問」見学（2 コマ） 「事例検討・カンファレンス」（2 コマ） 

「○○相談・リハビリ・作業所・○○教室」見学（６コマ） 

「健康教育」準備（1 コマ）、実施（1 コマ） 



２ 実習プログラム事例（内容が少ない事例）：全国保健師長会情報 

保健所実 習 日数 1 週間 ５日 

受 入 学 生 数 17 名 

受 入 市 町 村 名 なし 

 
 時  間 プ ロ グ ラ ム 内 容 

1
日
目 

9:15 

9:20～10:10 

10:20～11:10 

11:20～12:00 

13:00～13:50 

14:00～14:30 

14:30～15:20 

15:30～1７:１５ 

挨拶 

【講義】「保健所の役割と機能」 

【講義】「保健所の健康危機管理対策」 

【講義】「保健所健康推進課の事業について」 

【講義】「精神疾患患者への支援」 

【訪問事例紹介】精神・結核・特定疾患患者 

【講義】「保健所の結核・感染症対策」 

自己学習・ミニカンファレンス（３０分） 

 

部長 

企画総務課長 

健康推進課長 

精神担当保健師 

各ケース担当保健師 

結核担当保健師 

２
日
目 

9:15～10:00 

10:00～17:00※ 

 

 

10:00～11:30 

 

13:30～14:20 

14:30～15:20 

15:30～17:15 

【講義】「特定疾患患者への支援」 

【見学訪問】 

 １精神障がい者（学生2 人）（15:30～17:00） 

  ２結核患者（学生2 人）（11:00～ 

【インタビュー】 

 ①認知症 地区組織活動（10:00～ 

【講義】「保健所の公衆衛生看護活動」 

【講義】「保健所の母子保健対策」 

訪問 及び 自己学習 

特定疾患担当保健師 

 

精神担当保健師 

結核担当保健師 

介護者を支える会会員 

(特定疾患担当保健師) 

主査（保健推進） 

主査（子育て支援・相談）

３
日
目 

9:15～ 

10:40～12:00※ 

 

13:00～14:30 

 

15:00～16:30 

16:30～17:１５ 

自己学習 

【見学訪問】3 神経難病患者（学生2 人）（10:00～ 

【インタビュー】②成人保健関係（10:00～ 

【事例検討】精神障がい者 

 

【講義】「保健所の公衆衛生看護活動２-地区把握」 

ミニカンファレンス（３０分）、自己学習 

 

特定疾患担当保健師 

管理栄養士 

主査（保健推進） 

精神担当保健師 

主査（保健推進） 

主任保健師 

４
日
目 

9:15～10:35 

10:40～12:00 

 

13:00～15:30 

 

15:45～16:45 

16:40～17:15 

【講義】「生活衛生課の業務」 

【事例検討】特定疾患患者1 事例 

 

【見学】社会復帰学級（学生6 人） 

 

【事例検討】結核患者 

ミニカンファレンス 

生活衛生課長 

主査（保健推進） 

特定疾患担当保健師 

精神担当保健師 

主査（保健推進） 

結核担当保健師 

５
日
目 

9:15～9:45 

9:45～ 

13:00～14:00 

14:00～15:30 

15:30～17:00 

17:15 

【講義】「災害時の保健師活動」 

【インタビュー】＊再インタビュー 

総合カンファレンス準備 

総合カンファレンス 

記録整理、会場整理 

修了 挨拶 

主査（子育て支援・相談）

 

 

主査（保健推進） 

特定疾患・精神・結核

担当保健師 
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